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規  則 

埼玉県警察組織規則の一部を改正する規則をここに公布する｡ 

平成25年３月８日 

                     埼玉県公安委員会委員長 靑 葉 昌 幸   

埼玉県公安委員会規則第２号 

   埼玉県警察組織規則の一部を改正する規則 

埼玉県警察組織規則（昭和50年埼玉県公安委員会規則第１号）の一部を次のように改正す

る。  

第７条第３号中「かかわる」を「関わる」に改め、同条中第４号を第５号とし、第３号の次

に次の１号を加える。 

 (4)  被留置者の委託及び受託に係る統裁に関すること。 

第27条中第５号から第７号までを削り、第８号を第５号とし、同号の次に次の１号を加え

る。 

 (6) 捜査支援センターに関すること。 

 第27条中第９号を第７号とし、第10号を第８号とし、第11号を第９号とする。 

  第32条に次の１号を加える。 

 (4) 法医鑑定室に関すること。 

 第55条第２項を次のように改める。 

２ 留置センターにおいては、警察本部浦和西留置施設、警察本部蕨留置施設及び警察本部寄 

 居留置施設の管理運営に関する事務をつかさどる。 

第59条の次に次の１条を加える。 

 （捜査支援センター）                                

第59条の２ 刑事総務課に、捜査支援センターを附置する。 

２ 捜査支援センターにおいては、次の事務をつかさどる。 

 (1) 犯罪捜査に関する情報の収集及び分析その他の犯罪捜査の支援に関すること。 

 (2) 犯罪捜査の共助に関すること。 

 (3) 指名手配（指名手配被疑者の追跡捜査を含む。）及び指名通報に関すること。 

 (4) 犯罪統計に関すること。 

 第60条の２を第60条の３とし、第60条の次に次の１条を加える。 



 （法医鑑定室） 

第60条の２ 科学捜査研究所に、法医鑑定室を附置する。 

２ 法医鑑定室においては、次の事務をつかさどる。 

 (1) 法医学を応用する鑑定、検査及び研究（以下「法医鑑定」という。）に関すること。 

 (2) 法医鑑定に関わる指導及び調整に関すること。 

   附 則 

 この規則は、平成25年４月１日から施行する。 
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      平成２４年度埼玉県一般会計補正予算（第３号） 

 平成２４年度埼玉県一般会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ30,962,724千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,714,840,296千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。 



 

第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

7 分 担 金 及 び 負 担 金     4,187,255  198,097  4,385,352  

1 分 担 金  202,876  25,993  228,869  

2 負 担 金  3,984,379  172,104  4,156,483  

9 国 庫 支 出 金     155,424,606 

 

 17,957,331  173,381,937  

   2 国 庫 補 助 金  39,689,861  17,957,331  57,647,192  

10 財 産 収 入     8,805,057  4,658  8,809,715  

1 財 産 運 用 収 入  6,862,582  4,658  6,867,240  

13 繰 越 金     582,776  119,638  702,414  

1 繰 越 金  582,776  119,638  702,414  

15 県 債     302,133,000  12,683,000  314,816,000  

1 県 債  302,133,000  12,683,000  314,816,000  

歳 入 合 計  1,683,877,572  30,962,724  1,714,840,296 
 

  



 歳  出 （単位 千円）  

 
款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

2 総 務 費     90,950,760  330,594  91,281,354  

   3 県 民 費  6,903,990  330,594  7,234,584  

3 民 生 費     284,724,428  2,239,249  286,963,677  

   1 社 会 福 祉 費  214,209,088  359,957  214,569,045  

2 児 童 福 祉 費  55,788,345  1,879,292  57,667,637  

4 衛 生 費     55,821,389  2,476,240  58,297,629  

1 公 衆 衛 生 費  30,104,101  110,655  30,214,756  

   4 医 薬 費  12,008,348  2,365,585  14,373,933  

5 労 働 費     9,938,267  3,001,632  12,939,899  

   1 労 政 費  6,241,620  3,001,632  9,243,252  

6 農 林 水 産 業 費     23,626,300  2,496,461  26,122,761  

   4 林 業 費  4,320,279  1,009,980  5,330,259  

5 農 地 費  8,270,109  1,486,481  9,756,590  

8 土 木 費     112,692,249  17,571,000  130,263,249  

   2 道 路 橋 り ょ う 費  46,259,322  12,974,000  59,233,322  



 

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

   3 河 川 費  27,803,092  4,327,000  32,130,092  

   4 都 市 計 画 費  22,313,177  270,000  22,583,177  

9 警 察 費     143,164,830  1,963,152  145,127,982  

   2 警 察 活 動 費  11,447,370  1,963,152  13,410,522  

10 教 育 費     535,371,865  853,446  536,225,311  

   1 教 育 総 務 費  74,609,705  700,695  75,310,400  

4 高 等 学 校 費  93,442,965  144,725  93,587,690  

5 特 別 支 援 学 校 費  40,353,901  8,026  40,361,927  

13 諸 支 出 金     154,384,058  30,950  154,415,008  

   1 公 営 企 業 支 出 金  16,105,058  30,950  16,136,008  

歳 出 合 計  1,683,877,572  30,962,724  1,714,840,296  

 
 



 

第２表 繰越明許費補正                                                                                         

 追  加                                                       （単位 千円） 

款 項  事 業 名   金 額  

6 農 林 水 産 業 費 

 

4 林 業 費 

  森林整備推進事業費 

森林管理道整備事業費 

治山事業費 

 143,559 

315,000 

136,700 

 

5 農 地 費   

土地改良事業計画等調査費 

かんがい排水事業費 

ほ場整備事業費 

農地防災事業費 

中山間総合整備事業費 

農道整備事業費 

団体営土地改良事業費 

 

28,600 

261,060 

130,410 

480,795 

34,650 

61,652 

489,314 

 

  

 
 
 
 

 

2 

 
 
 

 

道 路 橋 り ょ う 費 

  社会資本整備総合交付金（維持）事業費 

社会資本整備総合交付金（交通安全）事業費 

道路改築事業費 

社会資本整備総合交付金（改築）事業費 

 2,660,000 

910,000 

100,000 

4,959,000 

 



 

 

款 項  事 業 名   金 額  

 

8 

 

土 木 費 

 

  

  社会資本整備総合交付金（橋りょう維持）事業費 

社会資本整備総合交付金（橋りょう整備）事業費 

 2,025,000 

320,000 
 

3 河 川 費 

  社会資本整備総合交付金（河川）事業費 

社会資本整備総合交付金（砂防）事業費 

社会資本整備総合交付金（急傾斜地）事業費 

 1,806,000 

187,000 

34,000 

 

4 都 市 計 画 費 
  社会資本整備総合交付金（街路）事業費 

社会資本整備総合交付金（公園）事業費 

 90,000 

180,000 
 

9 警 察 費  2 警 察 活 動 費 
  
交通安全施設整備費 

 
1,963,152  

10 教 育 費 

 1 教 育 総 務 費 
  
県立学校大規模改修費 

 
700,695  

4 高 等 学 校 費 
  理科教育設備費 

産業教育設備費 

 21,725 

123,000 

 

5 特 別 支 援 学 校 費 
  
理科教育設備費 

 
8,026  

13 諸 支 出 金  1 公 営 企 業 支 出 金 
  
水道用水供給事業会計出資金 

 
29,000  

 



 

第３表 地方債補正  

 変  更                                                                                                         （単位 千円） 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

造 林 事 業   39,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に

おいては、当該 

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合

により据置期間を

短縮し、若しくは

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

57,000 

      

 

 

    

 

林 道 事 業   290,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

452,000 

     

 

治 山 事 業   168,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

200,000 

     

 
地 す べ り 防 止 事 業   45,000   同 上 

  
同 上 

  
同 上 

  
82,000 

     

（  補正前に同じ。） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 



 

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

農 業 基 盤 整 備 事 業   876,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に

おいては、当該 

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合

により据置期間を

短縮し、若しくは

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

1,189,000 

      

 

 

    

 

道 路 事 業   5,543,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

10,612,000 

     

 

河 川 事 業   5,222,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

6,121,000 

     

 

砂 防 事 業   367,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

474,000 

     

（  補正前に同じ。） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 



 

 

直 轄 事 業 負 担 金   20,726,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

25,026,000 

     

 

街 路 事 業   2,781,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

2,817,000 

     

 

公 園 事 業   995,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

1,085,000 

     

 

交通安全施設整備事業   1,365,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

2,316,000 

     

 

県立高等学校建設事業   5,704,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

6,042,000 

     

 
県 立 特 別 支 援 学 校 

建 設 事 業 
  3,010,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

3,312,000 

     

 

水道用水供給事業出資金   1,062,000   同 上 

  

同 上 

  

同 上 

  

1,091,000 

     

 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 



 

 

   平成２４年度埼玉県県営住宅事業特別会計補正予算（第１号） 

 平成２４年度埼玉県県営住宅事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,673,038千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ22,047,385千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （継続費の補正） 

第２条 継続費の変更は、「第２表継続費補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。 

 

第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

2 国 庫 支 出 金     3,718,241  1,672,518  5,390,759  

   1 国 庫 補 助 金  3,718,241  1,672,518  5,390,759  

 4 繰 入 金     2,044,279  83,520  2,127,799  



 

 

 

   1 繰 入 金  2,044,279  83,520  2,127,799  

7 県 債 

 

   4,431,000  1,917,000  6,348,000  

  1 県 債  4,431,000  1,917,000  6,348,000  

歳 入 合 計  18,374,347  3,673,038  22,047,385  

 

 

 

 歳  出 （単位 千円）  

 

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額  計 

1 住 宅 事 業 費     14,175,014  3,673,038  17,848,052  

   2 住 宅 建 設 費  8,379,832  3,673,038  12,052,870  

歳 出 合 計 18,374,347  3,673,038  22,047,385  

 



 

 

第２表 継続費補正 

 変  更 

 

（単位 千円） 

 

 

款 項  事 業 名  
 補 正 前   補 正 後  

総 額  年 度  年 割 額  総 額  年 度  年 割 額  

 

1 

 

住宅事業費 

 

2 

 

住宅建設費 

 
平 成 2 2 年 度 

公 営 住 宅 建 設 費 

 7,184,797   

平成 2 2年度 

平成 2 3年度 

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

 

382,115 

1,533,109 

3,782,462 

1,487,111 

 7,351,086   

平成 2 2年度 

平成 2 3年度 

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

 

382,115 

1,533,109 

5,388,885 

46,977 

 

 
平 成 2 3 年 度 

公 営 住 宅 建 設 費 

 5,733,457   

平成 2 3年度 

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

平成 2 6年度 

 

308,649 

893,825 

3,147,952 

1,383,031 

 5,733,457   

平成 2 3年度 

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

平成 2 6年度 

 

308,649 

2,879,679 

1,162,098 

1,383,031 

 

 
公 営 住 宅 耐 震 

改 修 事 業 費 

 1,031,153   

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

平成 2 6年度 

 

440,384 

452,469 

138,300 

 1,031,153   

平成 2 4年度 

平成 2 5年度 

平成 2 6年度 

 

521,145 

371,708 

138,300 

 



 

第３表 地方債補正                                                                                                 

 変  更                                                                                                        （単位 千円） 

 起 債 の 目 的  

補 正 前 補 正 後  

限 度 額  起債の方法  利 率 償還の方法  限 度 額  起債の方法  利 率 償還の方法  

公 営 住 宅 建 設 事 業 4,431,000 

普 通 貸 借 

又 は 

証 券 発 行 

10％以内。ただ 

し、利率見直し 

方式で借り入れ 

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該 

見直し後の利率 

とする。 

政府資金について 

はその融通条件に 

より、銀行その他 

の場合はその債権 

者と協定した融通 

条件による。ただ 

し、県財政の都合 

により据置期間を 

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利 

に借り換えること 

ができる。 

6,348,000    

 

 

（  補正前に同じ。 ） 

 



 

 

   平成２４年度埼玉県水道用水供給事業会計補正予算（第１号） 

 （総 則） 

第１条 平成２４年度埼玉県水道用水供給事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出） 

第２条 平成２４年度埼玉県水道用水供給事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的収入及び支出のうち収益的支出の予定額を次のとおり

補正する。 

 
支 出

  （単位 千円）  

 科 目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 

  第１款 事 業 費  42,157,662 

7,079,749 

 

 

△8,519 

△8,519 

 

 

42,149,143 

7,071,230 

 

  
第２項 営 業 外 費 用 

 （資本的収入及び支出） 

第３条 予算第４条本文括弧書中「18,536,855千円」を「18,594,122千円」に、「476,586千円」を「485,105千円」に、「過年度分損益勘定留保資金8,172,208

千円」を「減債積立金 4,944,716 千円、過年度分損益勘定留保資金 9,055,180 千円」に、「9,888,061 千円」を「4,109,121 千円」に改め、資本的収入及び

支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

 



 収 入
 
 （単位 千円）  

 科 目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 

 
 第１款 資 本 的 収 入  10,340,340   121,633  10,461,973 

 

   

 

第１項 

第２項 

第３項 

建 設 補 助 金 

企 業 債 

他 会 計 出 資 金 

 

 

 

1,602,777 

3,827,000 

3,904,227 

 

 

 

59,633 

33,000 

29,000 

 

 

 

1,662,410 

3,860,000 

3,933,227 

 

  

 支 出
 
 

（単位 千円） 
 

 科 目 既 決 予 定 額 補 正 予 定 額 計 

  

 

第１款 資 本 的 支 出  

 

28,877,195 

9,421,114 

 

 

178,900 

178,900 

 

 

29,056,095 

9,600,014 

 

  第１項 建 設 改 良 費 

 （企業債） 

第４条 予算第７条に定めた起債の限度額中「3,827,000千円」を「3,860,000千円」に改める。 

 



 

 

   平成２４年度埼玉県流域下水道事業会計補正予算（第１号） 

 （総 則） 

第１条 平成２４年度埼玉県流域下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量）  

第２条 平成２４年度埼玉県流域下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。 

区          分 既  決  予  定  量  補  正  予  定  量  計 

 (4) 主 な る 建 設 工 事  19,473,671 千円 1,181,500 千円 20,655,171 千円 

 

 （資本的収入及び支出） 

第３条 予算第４条本文括弧書中「159,263千円」を「178,674千円」に、「過年度分損益勘定留保資金543,153千円」を「建設改良積立金16,474千円、

減債積立金147,173千円、過年度分損益勘定留保資金35,453千円」に、「4,247,154千円」を「4,571,796千円」に改め、資本的収入及び支出の予定

額を次のとおり補正する。 

 収 入  

（単位 千円） 

 

科         目 既  決  予  定  額  補  正  予  定  額  計 

 第１款 資 本 的 収 入  21,627,525  1,181,500  22,809,025  

  第１項 建 設 補 助 金  12,381,810  787,600  13,169,410  



 

  第２項 建 設 負 担 金  3,834,539  196,950  4,031,489  

  第３項 企 業 債  4,507,000  195,000  4,702,000  

  第５項 他 会 計 補 助 金  210,712  1,950  212,662  

 
支 出 

 

（単位 千円） 

 

科         目 既  決  予  定  額  補  正  予  定  額  計 

 第１款 資 本 的 支 出  26,577,095  1,181,500  27,758,595  

  第１項 建 設 改 良 費  20,341,634  1,181,500  21,523,134  

 （企業債） 

第４条 予算第６条に定めた起債の限度額中「4,507,000千円」を「4,702,000千円」に改める。 

 （他会計からの補助金） 

第５条 予算第９条中「7,289,131千円」を「7,291,081千円」に改める。 

 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く

方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http

://www.saitamaken-npo.net/
）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
四
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ゆ
ず
り
葉
の
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

鷲
尾 

里
江 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
川
角
六
百
十
番
地
二 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
共
同
生
活
援
助
事
業
（
障
害
者
自
立
支
援
法
第
五
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る

共
同
生
活
支
援
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
並
び
に
食
品
の
製
造
、
販
売
及
び
配
食
（
以
下

「
配
食
等
」
と
総
称
す
る
。
）
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
地
域
社
会
に
お
け
る
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http:/

/www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
五
年
三
月
一
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
お
ひ
さ
ま
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

三 

代
表
者
の
氏
名 

原 

み
よ
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
久
喜
市
久
喜
北
二
丁
目
二
十
三
番
二
十
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
障
が
い
の
あ
る
児
・
者
に
と
っ
て
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を
保
障
し
、
そ
の
家

族
等
に
対
し
て
出
生
前
か
ら
一
生
涯
に
わ
た
り
平
等
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
所
沢
市
か
ら
所
沢
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号



告 
 

示 

  
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
を
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第

八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
と
し
て
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
に
認
定
し
、
そ

の
有
効
期
限
を
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

医
療
法
人
社
団
明
芳
会
イ
ム

ス
三
芳
総
合
病
院 

 
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
大
字
藤
久
保

字
西
九
百
七
十
四
番
三 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

平
成
二
十
七

年
九
月
四
日 

 

 

有
効
期
限 

 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ベ
ル
ク
越
谷
花
田
店 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
花
田
一
丁
目
十
七
―
二
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

 

花
田
店
の
建
設
予
定
地
は
、
第
二
種
住
居
地
区
に
敷
地
面
積
が
五
千
六
百
四
十
二
・
三
八

平
方
メ
ー
ト
ル
と
小
さ
な
土
地
に
二
千
八
百
五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
店
舗
と
約
五
百
平

方
メ
ー
ト
ル
の
屋
上
駐
車
場
へ
昇
降
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
を
建
設
す
る
こ
と
自
体
に
無

理
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
予
定
地
の
北
側
（
住
民
宅
地
か
ら
見
れ
ば
南
面
で
す
。
）
は
、

道
幅
六
メ
ー
ト
ル
道
路
を
挟
ん
だ
第
一
種
住
居
地
区
に
は
既
に
、
空
き
地
は
無
く
全
て
個
人

住
宅
と
し
て
人
が
住
ん
で
い
る
状
況
の
地
域
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
地
域
に
高
さ
が

七
メ
ー
ト
ル
弱
で
、
そ
の
長
さ
が
約
百
メ
ー
ト
ル
の
建
築
物
（
ス
ロ
ー
プ
を
含
む
建
物
）
を

建
設
す
る
場
合
は
、
そ
れ
な
り
に
近
隣
住
民
に
対
し
て
配
慮
が
有
っ
て
も
良
い
と
云
う
も
の

で
す
。 

 
 

 

ま
た
、
同
店
は
屋
上
駐
車
場
を
含
め
て
三
か
所
設
け
ら
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
駐
車
場
の
全
て
の
出
入
口
は
、
道
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
の
市
道
二
一
七
一
号
線
の
同
一
方

向
に
二
か
所
と
、
道
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
市
道
三
〇
一
七
一
号
線
の
一
方
通
行
を
入
っ
た
箇
所

に
二
か
所
の
出
入
口
あ
り
、
こ
れ
ら
駐
車
場
へ
入
る
場
合
は
、
北
越
谷
駅
方
向
か
ら
自
動
車

で
来
店
し
た
場
合
は
、
左
折
で
入
場
で
き
る
も
の
の
、
北
越
谷
駅
に
向
か
っ
て
同
店
の
駐
車

場
に
入
る
場
合
は
、
右
折
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

道
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
幅
の
市
道
二
一
七
一
号
線
が
右
折
車
で
、
重
大
な
渋
滞
や
交
通
事
故
が

予
測
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
、
同
店
の
駐
車
場
か
ら
出
る
場
合
は
、
道
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
市
道
三
〇
一
七
一
号

線
、
市
道
三
〇
一
九
一
号
線
、
市
道
三
〇
一
九
四
号
線
の
住
宅
地
域
の
道
幅
六
メ
ー
ト
ル
の

道
路
を
使
用
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
近
隣
住
民
の
交
通
安
全
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
計
画
は
、「
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
（
経

産
省
告
示
第
十
六
号
）
」
（
以
下
「
第
十
六
号
告
示
」
と
略
す
。
）
に
、
反
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号



 
 

 

具
体
的
に
は
、第
十
六
号
告
示
の
二(

一)

②｢

イ
効
率
的
な
駐
車
場
形
式
の
選
択
及
び
駐
車

場
の
出
入
口
の
数
、
位
置｣

で
は
、｢

駐
車
場
の
出
入
り
は
左
折
を
原
則
」
と
さ
れ
、
か
つ
、

｢
ハ
駐
車
場
の
分
散
確
保｣

で
は
、｢

周
辺
道
路
の
交
通
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
と
予
測
さ

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
設
置
者
は
適
切
な
位
置
に
複
数
の
駐
車
場
を
設
置
す
る｣

と
さ
れ

て
お
り
花
田
店
の
計
画
は
、
こ
の
第
十
六
号
告
示
を
無
視
し
た
近
隣
住
民
の
交
通
安
全
や
、

右
折
車
に
よ
る
交
通
渋
滞
や
事
故
を
、
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
建
設
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

 

私
た
ち
は
駐
車
場
分
散
案
を
ベ
ル
ク
社
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
「
お
客
様
を
大
き
な
道
幅
十

六
メ
ー
ト
ル
の
道
路
を
渡
ら
せ
る
よ
う
な
計
画
は
出
来
な
い
」
と
何
ら
、
ベ
ル
ク
社
と
し
て

考
慮
す
る
姿
勢
を
見
せ
ず
、
交
渉
担
当
者
か
ら
即
答
で
、
私
た
ち
の
提
案
を
切
り
捨
て
、
同

社
が
決
定
し
た
当
初
の
計
画
通
り
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
、
周
辺
の
ベ
ル
ク
の
お
店
の
状
況
を
調
べ
る
と
下
記
の
と
お
り
東
越
谷
店
は
、
第

二
種
住
居
地
域
で
隣
接
す
る
個
人
住
宅
は
南
面
側
に
三
戸
有
り
ま
す
が
、
店
舗
の
南
側
で
あ

り
、
お
客
様
通
路
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
店
舗
の
存
在
に
よ
る
被
害
は
少
な
く
、
か
つ
、

敷
地
総
面
積
が
九
千
八
百
三
十
・
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
、
店
舗
面
積
が
二
千
百
四

十
二
・
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
店
舗
の
高
さ
が
七
・
二
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
近
隣
被
害
は
、
花
田
店
よ
り
も
軽
い
と
云
え
ま
す
。 

 
 

 

越
谷
西
方
店
は
、
準
工
業
地
域
に
敷
地
総
面
積
が
約
七
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
店
舗
面

積
が
二
千
九
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
か
つ
、
建
設
当
時
は
、
近
隣
住
民
が
極
端
に
少
な
い

状
況
で
、
こ
こ
の
店
舗
も
近
隣
被
害
は
、
花
田
店
よ
り
も
軽
い
と
云
え
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
比
較
し
て
分
か
る
と
お
り
、
今
回
の
花
田
店
の
出
店
計
画
地
の
周
辺
に
は
、

既
に
多
く
の
住
民
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
あ
り
、
し
か
も
他
店
舗
と
比
較
し
て
も
花
田
店
の

計
画
敷
地
は
、
ベ
ル
ク
社
も
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
物
用
地
と
し
て
、
や
や
狭
い
敷

地
」
と
、
私
た
ち
に
宛
て
た
平
成
二
十
五
年
一
月
十
七
日
付
け
『
「
要
望
書
」
へ
の
ご
返
答
』

で
も
認
め
て
お
り
、
花
田
店
を
他
店
と
同
様
な
規
模
店
舗
と
す
る
建
築
計
画
案
は
、
近
隣
住

民
に
対
し
て
駐
車
場
か
ら
の
騒
音
や
、
来
店
客
の
帰
路
は
、
生
活
道
路
を
利
用
す
る
事
を
前

提
と
し
た
設
計
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
近
隣
住
民
に
対
し
て
、
生
活
環
境
の
犠
牲
を
強
い
る
建

設
計
画
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 
 

 

私
は
、
ベ
ル
ク
出
店
に
反
対
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
余
り
に
も
小
さ
な
敷

地
に
、
他
店
と
同
規
模
で
大
き
な
店
舗
建
設
計
画
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
店
舗
の
上
に
屋

上
駐
車
場
を
設
け
る
計
画
は
、
一
極
集
中
的
な
店
舗
設
計
で
あ
り
、
店
舗
付
近
の
住
人
に
対

し
て
日
常
的
に
、
騒
音
や
交
通
安
全
等
の
生
活
環
境
を
破
壊
す
る
よ
う
な
計
画
で
有
る
と
考

え
ら
れ
る
事
か
ら
、
救
済
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 
 

 

な
お
、
現
在
で
も
花
田
店
計
画
地
の
付
近
に
は
、
道
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
道
路
に
面
し
た
耕



作
放
棄
地
と
思
わ
れ
る
空
き
地
が
数
か
所
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
駐
車
場
を
設
け
、

屋
上
駐
車
場
や
ス
ロ
ー
プ
建
設
を
取
り
や
め
れ
ば
、
駐
車
場
の
分
散
化
も
可
能
と
な
り
ス
ー

パ
ー
予
定
地
付
近
の
車
の
渋
滞
や
、
交
通
事
故
の
可
能
性
が
低
減
す
る
ほ
か
、
近
隣
住
民
の

生
活
道
路
に
、
来
店
客
の
車
が
入
り
込
む
可
能
性
が
低
下
す
る
等
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
た
め
駐
車
場
の
分
散
化
へ
の
見
直
し
や
、
店
舗
面
積
を
敷
地
面
積
に
見
合
っ
た
規
模

に
縮
小
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
を
す
る
も
の
で
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告 
 

示 

  
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の

で
、
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

争
議
行
為
を
行
う
労
働
組
合 

 
 

別
表
に
掲
げ
る
労
働
組
合 

二 

事 
 

件 

 
 

大
幅
な
賃
金
引
き
上
げ
等
の
件 

三 

日 
 

時 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
一
日
午
前
零
時
か
ら
問
題
解
決
に
至
る
ま
で
の
期
間 

四 

場 
 

所 

 
 

別
表
に
掲
げ
る
労
働
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す
る
全
職
場
又
は
一
部
の
職
場 

五 

概 
 

要 

 
 

救
急
外
来
患
者
及
び
入
院
中
の
重
症
患
者
の
た
め
の
保
安
要
員
若
干
名
を
除
く
全
て
の
組
合 

 

員
又
は
一
部
の
組
合
員
に
よ
る
全
て
の
争
議
行
為
を
行
う
。 

 

別 

表 

  

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
協
同
病

院
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
生
協
本

部
支
部 

労
働
組
合
名 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

執
行
委
員
長

等
名 

埼
玉
協
同
病
院 

医
療
生
協
さ
い

た
ま 

組
合
員
が
従
事

す
る
職
場 

埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

十
七 

埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

十
七 

所 

在 

地 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
号



 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
秩
父
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
行
田
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
熊
谷
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
か
す
か

べ
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
お
お
み

や
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
浦
和
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
さ
い
わ

い
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
川
口
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
み
ぬ
ま

支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
歯
科
診

療
所
支
部 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 
保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

秩
父
生
協
病
院 

行
田
協
立
診
療

所 熊
谷
生
協
病
院 

か
す
か
べ
診
療

所 お
お
み
や
診
療

所 浦
和
民
主
診
療

所 さ
い
わ
い
診
療

所 川
口
診
療
所 

介
護
老
人
保
健

施
設
み
ぬ
ま 

生
協
歯
科
診
療

所 

埼
玉
県
秩
父
市
阿
保
町
一
―
十

一 埼
玉
県
行
田
市
本
丸
十
八
―
三 

埼
玉
県
熊
谷
市
上
之
三
千
八
百

五
十
四 

埼
玉
県
春
日
部
市
谷
原
二
―
四

―
十
二 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
指
扇

千
百
十
―
二 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北

浦
和
五
―
十
―
七 

埼
玉
県
川
口
市
中
青
木
四
―
一

―
二
十 

埼
玉
県
川
口
市
仲
町
一
―
三
十

六 埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

四
十
七 

埼
玉
県
川
口
市
木
曽
呂
千
三
百

十
七 



西
部
診
療
所
労
働
組

合 共
立
医
療
会
労
働
組

合
さ
く
ら
お
と
な
こ

ど
も
診
療
所
支
部 

共
立
医
療
会
労
働
組

合
吹
上
共
立
診
療
所

支
部 

共
立
医
療
会
労
働
組

合
北
本
共
立
診
療
所

支
部 

南
埼
玉
病
院
労
働
組

合 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
大
井
支

部 埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
朝
霞
歯

科
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
さ
ん
と

め
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
所
沢
診

療
所
支
部 

埼
玉
県
民
主
医
療
機

関
労
働
組
合
西
協
同

支
部 

斉
藤 

明 

江
原 

啓
子 

 

江
原 

啓
子 

江
原 

啓
子 

 

成
田 

一
樹 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 
保
土
田 

毅 

保
土
田 

毅 

西
部
診
療
所 

医
療
法
人
共
立

医
療
会
さ
く
ら

お
と
な
こ
ど
も

診
療
所 

医
療
法
人
共
立

医
療
会
吹
上
共

立
診
療
所 

医
療
法
人
共
立

医
療
会
北
本
共

立
診
療
所 

医
療
法
人
社
団

俊
睿
会
南
埼
玉

病
院 

大
井
協
同
診
療

所 あ
さ
か
虹
の
歯

科 老
人
保
健
施
設

さ
ん
と
め 

所
沢
診
療
所 

埼
玉
西
協
同
病

院 

埼
玉
県
川
越
市
天
沼
新
田
三
百

七
―
一 

 

埼
玉
県
北
本
市
北
本
団
地
一
―

二
十
七
―
百
二 

埼
玉
県
鴻
巣
市
吹
上
富
士
見
三

―
一
―
十
九 

埼
玉
県
北
本
市
中
丸
五
―
六
―

八 埼
玉
県
越
谷
市
増
森
二
百
五
十

二 埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
ふ
じ
み
野

一
―
一
―
十
五 

埼
玉
県
朝
霞
市
浜
崎
七
百
二
十

四
―
二 

埼
玉
県
所
沢
市
中
富
千
六
百
十

七 埼
玉
県
所
沢
市
宮
本
町
二
―
二

十
三
―
二
十
四 

埼
玉
県
所
沢
市
中
富
千
八
百
六

十
五 



告 
 

示 

  
さ
い
た
ま
市
か
ら
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号



告 
 

示 

  
さ
い
た
ま
市
か
ら
さ
い
た
ま
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け

た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号



告 
 

示 

  
平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日
付
け
埼
玉
県
告
示
第
百
八
十
二
号
で
告
示
し
た
春
日
部
都
市
計
画

公
園
に
関
す
る
公
聴
会
に
つ
い
て
は
、
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
都
市
計

画
公
聴
会
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の

開
催
を
中
止
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
五
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
一
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
○
○
五
六
○
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
○
一
二
○
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
羽
尾
字
東
平
一
七
六
七
番 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
市
箭
弓
町
三
丁
目
六
番
二
○
号 

メ
ー
プ
ル
コ
ー
ト
テ
ル
１
０
１
号
室 

 
 

佐
藤 

豊 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
六
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
四
○
○
七
二
○
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日 

 
 

川
建
セ
第
二
四
○
一
一
九
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
大
字
福
田
字
腰
巻
前
三
九
○
番
一
の
一
部 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
入
間
市
狭
山
ケ
原
二
二
三
番
地
五 

 
 

株
式
会
社
啓
和
運
輸 

代
表
取
締
役 

川
島 

満 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
二
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

   



 

熊
建
セ
第
九

十
一-

一
号 

認
定
番
号 

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日 
認

定

年

月

日 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
三
ヶ
山
字
向
田
三
百
六
十
八
番

外
四
十
二
筆 

対

象

区

域 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
内 

公

告

に

係

る

対

象

区

域

等

を

縦

覧

に

供 

す
る
場
所 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
三
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

   



 

第
一
号 

指
定
番
号 

建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
二
十
三
年
十
二

月
六
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
行
田
市
大
字
荒
木
字
前
田
九
百
十
八
―
二
地
先
か
ら

行
田
市
大
字
荒
木
字
六
本
木
百
三
十
―
一
地
先
ま
で 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
百
六
十
一
・
三
七 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

五
・
〇
〇
～
七
・
三
〇 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
四
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

   



                       

第
二
号 

指
定
番
号 

建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
二
十
四
年
二
月

二
十
九
日 

指
定
の
年
月
日 

深
谷
市
国
済
寺
五
十
五
街
区
十
三
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国

済
寺
五
十
五
街
区
十
画
地
地
先
ま
で
、深
谷
市
国
済
寺
五
十
七

街
区
一
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済
寺
五
十
七
街
区
三
画
地

地
先
ま
で 

 

深
谷
市
国
済
寺
五
十
一
街
区
一
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済

寺
五
十
一
街
区
六
画
地
地
先
ま
で
、深
谷
市
国
済
寺
六
十
三
街

区
一
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済
寺
六
十
三
街
区
十
七
画
地

地
先
ま
で 

 
深
谷
市
国
済
寺
三
十
街
区
三
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済
寺

三
十
街
区
七
画
地
地
先
ま
で
、深
谷
市
国
済
寺
三
十
六
街
区
一

画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済
寺
三
十
六
街
区
二
十
五
画
地
地

先
ま
で 

 

深
谷
市
国
済
寺
五
十
三
街
区
三
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済

寺
五
十
三
街
区
十
画
地
地
先
ま
で
、深
谷
市
国
済
寺
五
十
四
街

区
一
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済
寺
五
十
四
街
区
十
六
画
地

地
先
ま
で 

 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
六
・
〇
〇
～
十
七
・
五

〇 

   

十
六
・
〇
〇
～
二
十
七
・

〇
〇 

   

十
・
〇
〇 

    

八
・
〇
〇 

    

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

七
十
・
〇
〇 

    

百
五
・
〇
〇 

    

三
十
五
・
〇
〇 

    

九
十
五
・
〇
〇 

    

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

 
 

 

深
谷
市
国
済
寺
五
十
八
街
区
八
画
地
地
先
か
ら
深
谷
市
国
済

寺
五
十
八
街
区
九
画
地
地
先
ま
で
、深
谷
市
国
済
寺
五
十
九
街

区
地
先 

六
・
〇
〇 

二
十
四
・
三
五 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
五
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

平 

井 

登
喜
雄 

   



                         

第
三
号 

指
定
番
号 

建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
二
十
五
年
一
月

二
十
三
日 

指
定
の
年
月
日 

十
街
区
三
画
地
地
先
～
十
街
区
四
画
地
地
先
ま
で
、八
街
区
七

画
地
地
先
、十
一
街
区
七
画
地
地
先
～
十
一
街
区
九
画
地
地
先

ま
で
、 

 

四
十
街
区
四
画
地
地
先
～
四
十
街
区
十
画
地
地
先
ま
で
、四
十

二
街
区
二
画
地
地
先
、
四
十
二
街
区
八
画
地
地
先 

 

三
街
区
八
画
地
地
先
～
三
街
区
十
二
画
地
地
先
ま
で
、三
街
区

二
十
二
画
地
地
先
、八
街
区
四
画
地
地
先
～
八
街
区
七
画
地
地

先
ま
で
、十
一
街
区
九
画
地
地
先
～
十
一
街
区
十
二
画
地
地
先

ま
で
、
十
一
街
区
二
十
二
画
地
地
先
、
二
十
五
街
区
一
画
地
地

先
、
二
十
七
街
区
一
画
地
地
先
、
二
十
七
街
区
十
五
画
地
地
先

～
二
十
七
街
区
十
六
画
地
地
先
ま
で
、二
十
九
街
区
一
画
地
地

先
、
二
十
九
街
区
二
十
二
画
地
地
先
、
二
十
九
街
区
二
十
四
画

地
地
先
～
二
十
九
街
区
二
十
七
画
地
地
先
ま
で 

 

十
一
街
区
十
二
画
地
地
先
～
十
一
街
区
十
三
画
地
地
先
ま
で
、

十
六
街
区
三
画
地
地
先
～
十
六
街
区
四
画
地
地
先
ま
で 

  

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
十
七
・
〇
〇 

   

七
十
八
・
一
〇 

  

百
九
十
四
・
〇
〇 

        

二
十
・
二
〇 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

十
六
・
〇 

   

八
・
〇 

  

二
十
二
・
〇 

        

八
・
〇 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



                   

 
 

 

三
十
五
街
区
十
八
画
地
地
先
、四
十
一
街
区
二
画
地
地
先
～
四

十
一
街
区
三
画
地
地
先
ま
で 

 

三
十
九
街
区
七
画
地
地
先
～
三
十
九
街
区
八
画
地
地
先
ま
で
、

四
十
一
街
区
一
画
地
地
先
、
四
十
一
街
区
十
三
画
地
地
先 

 

四
十
三
街
区
六
画
地
地
先
、四
十
四
街
区
九
画
地
地
先
～
四
十

四
街
区
十
五
画
地
地
先
ま
で
、
四
十
四
街
区
二
十
画
地
地
先
、

四
十
八
街
区
二
画
地
地
先
～
四
十
八
街
区
五
画
地
地
先
ま
で 

 

四
十
八
街
区
五
画
地
地
先
～
四
十
八
街
区
七
画
地
地
先
ま
で
、

五
十
街
区
一
画
地
地
先
、五
十
街
区
十
二
画
地
地
先
～
五
十
街

区
十
三
画
地
地
先
ま
で 

 

三
十
一
街
区
四
画
地
地
先
～
三
十
一
街
区
十
三
画
地
地
先
ま

で
、三
十
一
街
区
二
十
二
画
地
地
先
～
三
十
一
街
区
二
十
三
画

地
地
先
ま
で
、
三
十
二
街
区
一
画
地
地
先
、
三
十
二
街
区
五
画

地
地
先
～
三
十
二
街
区
十
二
画
地
地
先
ま
で 

 

三
十
九
街
区
八
画
地
地
先
～
三
十
九
街
区
十
四
画
地
地
先
ま

で
、
四
十
街
区
一
画
地
地
先
～
四
十
街
区
六
画
地
地
先
ま
で 

  

七
・
〇
〇 

  

三
十
一
・
〇
五 

  

六
十
八
・
五
〇 

   

四
十
一
・
〇
〇 

   

八
十
七
・
一
四 

    

五
十
一
・
二
〇 

 

八
・
〇 

  

八
・
〇 

  

八
・
〇 

   

八
・
〇 

   

六
・
〇 

    

六
・
〇 



 

 
 

四
十
一
街
区
十
一
画
地
地
先
～
四
十
一
街
区
十
三
画
地
地
先

ま
で
、四
十
二
街
区
一
画
地
地
先
～
四
十
二
街
区
二
画
地
地
先

ま
で 

 

四
十
八
街
区
一
画
地
地
先
、四
十
八
街
区
七
画
地
地
先
～
四
十 

八
街
区
十
一
画
地
地
先
ま
で
、
四
十
九
街
区
一
画
地
地
先
～ 

四
十
九
街
区
六
画
地
地
先
ま
で 

 

十
七
・
六
〇 

   

八
十
四
・
二
〇 

六
・
〇 

   

六
・
〇 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
八
号 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

之
平 

伸 

一 
 

 
 

一 

日
時 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
十
四
日 

午
前
十
時 

二 

場
所 

 
 

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号 

 
 

埼
玉
県
教
育
局
教
育
委
員
会
室 

三 

議
題 

 
 

当
面
す
る
教
育
関
係
諸
問
題
に
つ
い
て 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
教
委
告
示
第
九
号 

 

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
号
）
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
二
十
五
年
三
月
八
日
付
け
で
次
の
と
お
り
追
加
指
定
し
た
。 

 
 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

之
平 

伸 

一 

一 

技
能
教
育
の
た
め
の
施
設
の
名
称 

 
 

学
校
法
人
日
本
産
業
専
門
学
校
日
本
産
業
専
門
学
校
（
埼
玉
県
川
口
市
本
町
四
丁
目
八
番
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